
いちごドリルプリント

遺伝・進化・生態系 名前

問1 土の中に生息する微生物が、植物の枯れ葉や動物の死がいなどの有機物を分解する際、周囲の環境に対してどのようなはたらきをしていますか
。物質の変化に着目して説明したものを選びなさい。 （2021年 佐賀県公立入試 類似）

1. 二酸化炭素を取り込み、酸素を放
出しながら有機物を合成する。

2. 光のエネルギーを利用して、二酸
化炭素と水から有機物を作り出す。

3. 酸素を取り込み、有機物を二酸化
炭素と水に分解してエネルギーを得
る。

4. 体内の水分を水蒸気として放出し
、周囲の温度を下げる。

問2 ある植物をふやす際、親の茎の一部を土にさして発根させる「さし木」でふやした場合と、受粉によってできた「種子」をまいてふやした場合
を比較しました。このとき、育った子の形質について述べたものとして正しい説明を選びなさい。 （2018年 大阪府公立入試 類似）

1. どちらの方法でふやした場合も、
有性生殖にあたるため親と異なる形
質を示す

2. さし木でふえた個体は親と全く同
じ形質を示すが、種子から育った個
体は親と異なる形質を示すことがあ
る

3. どちらの方法でふやした場合も、
親の体の一部からできているため親
と全く同じ形質を示す

4. さし木でふえた個体は親と異なる
形質を示すが、種子から育った個体
は親と全く同じ形質を示す

問3 生物の発生の仕組みについて、受精卵から個体が形成される過程を説明したものとして最も適切なものはどれか。 （2017年 兵庫県公立入試 類似）

1. 受精卵の数は変わらないまま、細
胞一つひとつが大きく肥大化するこ
とで個体へと変化していく過程。

2. 花粉がめしべの柱頭に付着した段
階で、受精を経ずにそのまま細胞分
裂が始まる過程。

3. 受精卵が細胞分裂を繰り返すこと
で細胞の数を増やし、胚を経て個体
へと変化していく過程。

4. 受精卵が消滅し、胚珠の中に蓄え
られた栄養分が直接新しい個体の形
に固まっていく過程。

問4 丸形の種子をつくる純系のエンドウの花粉を、しわ形の種子をつくる純系のエンドウのめしべに受粉させて「子の代」の種子をつくりました。
このとき、得られた「子の代」の種子の形質について、適切な説明を選びなさい。 （2026年 青森県公立入試 類似）

1. 丸形の種子としわ形の種子が、お
よそ3：1の割合で現れる

2. 丸形の種子としわ形の種子が、お
よそ1：1の割合で現れる

3. すべての種子が丸形になる 4. すべての種子がしわ形になる

問5 赤色の花を咲かせる純系のマツバボタンと、白色の花を咲かせる純系のマツバボタンを親としてかけ合わせたところ、生まれた子（子世代）は
すべて赤色の花を咲かせました。このように、対立形質をもつ純系どうしをかけ合わせた際、子に現れる方の形質のことを何といいますか。
（2021年 長野県公立入試 類似）

1. 劣性形質（潜性形質） 2. 優性形質（顕性形質） 3. 相似形質 4. 変異形質

問6 被子植物において、めしべの柱頭に花粉が付着すると、花粉から胚珠に向かって一本の細い管が伸びていきます。この管の名称として正しいも
のを選びなさい。 （2017年 愛媛県公立入試 類似）

1. 根毛 2. 花粉管 3. 道管 4. 師管

問7 生態系における食物連鎖において、自分で養分をつくり出す植物は生産者と呼ばれます。これに対し、植物を食べるウサギなどの動物や、その
動物を食べるタカなどの動物をまとめて何と呼ぶか。また、それらは食べる対象によってどのように分類されるか、正しい組み合わせを答えな
さい。 （2020年 徳島県公立入試 類似）

1. 消費者と呼び、草食動物と肉食動
物に分けられる

2. 生産者と呼び、被食者と捕食者に
分けられる

3. 消費者と呼び、草食動物と分解者
に分けられる

4. 分解者と呼び、菌類と細菌類に分
けられる

問8 体細胞分裂が始まると、それまで球形をしていた核がなくなり、中から太くて短いひも状の構造が現れます。このひも状の構造を何と呼びます
か。 （2016年 広島県公立入試 類似）

1. 中心体 2. 核小体 3. 染色体 4. 葉緑体

問9 生物の生殖において、減数分裂が行われる際に対になっている遺伝子が分かれて、それぞれ別々の生殖細胞に入るという規則性を何というか。
名称を答えなさい。 （2026年 兵庫県公立入試 類似）

1. 形質転換の法則 2. 独立の法則 3. 優性の法則 4. 分離の法則

問10 土と蒸留水を混ぜ合わせた液を2つのビーカーに分け、一方のビーカーはそのままの状態（ビーカーA）とし、もう一方のビーカーは十分に加熱
沸騰させたあとに冷ました状態（ビーカーB）にしました。この実験において、ビーカーBの液を加熱沸騰させた目的として最も適切なものはど
れですか。 （2020年 群馬県公立入試 類似）

1. 液体の温度をあらかじめ高くして
おくことで、反応速度を上げるため

2. 土の中に含まれる不純物を熱によ
って分解し、取り除くため

3. 土の中に含まれる微生物を死滅さ
せ、その働きを排除するため

4. 土の中の養分を熱によって水に溶
けやすくし、濃度を上げるため

問11 エンドウの種子の「しわ形」のように、顕性の形質と同時に存在するときには現れない形質を潜性形質といいます。この潜性形質が個体として
実際に現れるために必要な、親から受け継いだ遺伝子の組み合わせについて正しく述べたものはどれですか。 （2018年 富山県公立入試 類似）

1.
顕性の遺伝子が2つ揃った組み合わせ

2.
潜性の遺伝子が2つ揃った組み合わせ

3.
遺伝子が1つも存在しない組み合わせ

4. 顕性の遺伝子と潜性の遺伝子が1
つずつ揃った組み合わせ

問12 生物が子をつくるための特別な細胞である生殖細胞が形成される際に行われる、染色体の数がもとの細胞の半分になる細胞分裂を何といいます
か。 （2015年 岐阜県公立入試 類似）

1. 体細胞分裂 2. 減数分裂 3. 二分裂 4. 出芽

問13 微生物による有機物の分解を確かめるため、デンプン溶液を入れた2つのビーカーを用意しました。一方には「そのままの土壌液」を入れ、もう
一方には「一度沸騰させてから室温に戻した土壌液」を入れました。数日後、沸騰させた方の液体にヨウ素液を加えると青紫色に変化しました
が、そのままの土壌液の方は変化しませんでした。沸騰させた土壌液を、わざわざ室温に戻してから使用した理由は何ですか。 （2026年

福島県公立入試 類似）

1. 温度が高いままではヨウ素液の反
応が強くなりすぎてしまい、正確な
色が判別できないため

2. 一度加熱して死滅した微生物を、
室温に戻すことで再び増殖させては
たらきを調べるため

3. 加熱以外の条件を同じにし、微生
物のはたらきがあるかないかだけを
比較するため

4. 沸騰直後の高温状態ではデンプン
の分子構造が破壊され、分解が止ま
ってしまうため


